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世界最高 レベル

超大型 コンピュータACOSシ ステム1000

コンピュy－タは電算室から事務室へ。

NECな らで はのコンピュータとコミュニケー

ションの融 合 による《C&C》 の 実績 をもとに、

新しい分散 処 理 時 代のご要望にお応えしま主

●分 散 処 理の要 求 を先 取 りした汎 用 コンピュータ

ACOSシ ステム200～IOOO(小 型 一越 大 型)

●分散 事 務処 理 時 代 の対 話 型 日本 語 処 理

オ フィスコンピュータNECシ ステム50100150

●分散 事 務 処理 時 代 の手 軽 なパ ートナ ー

ビジネ スパ ーソナル コンピュータNEGシ ステム20

●分 散処 理 専 用 コンピュータの エース

N4700分 散処 理 システム

●分 散 処 理、通信 制 御、産 業 制 御 のマルチサー ビス

NECMS10305070

●分 散 処 理時 代 に最適 で豊 富な汎用・業種 別 ターミナル

デ一夕エントリターミナル、インテリジェントターミナル、

業種 ・業務 別 専 用 ターミナル

●情 報処 理 ネットワー ク体系 くDINA・ を構 成

ネットワー ク構 成機 器

酬
中 ・小型 コンピュータ

ACOSシ ステム250

ユ
画

オフィスコンピュー タNECシ ステム10085

日本語処 理 ターミナル'N6
300モ デル50N

NECコ ンピュータ 日本電気株式会社
お問 合せ は:情 報処 理 ・宣伝

TEL(03)454-llH(大 代 表)



●JSDは ソ フ トウ ェアの

共 同 事 業 体 で す。
・tSDは 、ソフ トウェア関連業界の中核17社 と長信3行 、都銀10行 の

出資に よって設立 されたシステム開発の共同事業体です。

・tSDは 、中核17社 にその グルー プ企業107社 を加 えた124社 に よって

強力に支 え られてい ます。

・tSDは 、これら経験豊かな参加企業の英知 と技術を結集 して高度の

情報 システムの開発を進めて います。

● 中 核17社

インテック

コンピュータアプ リケーションズ

テイーディー シー

日本 コンピューター ・システム

日本 電 気 ソフトウェア

日本 ビジネスオー トメー ション

野 村 コンピュータ システム

三 井 情報 開発

メルコム ・オキタックシステムズ

構 造計画研 究所

センチュリリサーチセンタ

サ イ コム

日本タイムシェア

日本 電子 開発

日本ビジネスコンサルタント

富士通 エフ ・アイ ・ピー

三菱総合研 究所

●参加企業総数124社 、

」5D酬濡 会盟麟 曜
〒105東 京 都 港 区 虎 ノ門2-8-10第15森 ビルTEL(503)4981(代)
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JE㏄ は国産コンピュータを通じて

社会に貢献しま尤

国産電子計算機 をレンタルする

日本電子計算機株式会社
東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内3-4-1新 国 際 ピル5F

●IOOTELO3(216)3681(代 表)
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情報化社会と教育
一大切な大衆への浸透一

◇

早稲田大学商学部教授

コンピュータ白書専門委員会委員長

新 澤 雄 一・

過去4分 の1世 紀の間に,コ ンピュ'一夕および

それに関連する情報処理装置やシステムに対する

わが国の開発努力はすさまじく,技 術水準におい

ても,そ の利用水準においても,世 界屈指の地位

を築きつつある。今日のこの発展の基礎は,初 等

教育からは じまって,伝 統的に教育熱心で,知 的

好奇心の旺盛な活力のある勤勉な国民性はもとよ

り,コ ンピュータおよび通信設備 ・システムが,

わが国の産業 ・科学 ・技術 ・社会および 日常生活

に与えるインパクトが極めて大きいことを当初よ

り政府は認識 し,諸 施策を実行 し,産 業の自主開

発体制を促したことによるのであろう。すでに90

年代を指向する第5世 代機,さ らに21世紀へ向っ

ての展望が,決 して,夢 物語としてではなく,現

実的な開発 目標 として,真 剣に論 じられているば

かりでなく,国 民の大部分が,コ ンピュータを中

心とする情報化社会への進展を当然の事実 として

認めているのである。

わが国において,コ ンピュータ利用に国民が比

較的寛容なのは,産 業の終身雇用制,再 教育制度

の活用などの背景もあって,コ ンピュータを受け

入れる側にあって,利 用技術の開発に真剣にとり

組み,経 営者も,そ して労働者も,コ ンピュータ

のもた らす恩恵を享受 しているからであるといっ

て過言ではないであろう。 ところが,ヨ 一口ヅパ

の情報処理の実情をみれば,コ ンピュータは,い

わゆる労働側のものではなく,所 有階級あるいは

経営側が,人 力に代置するための合理化の機械で

あって,コ ンピュータ利用の進展にともなって労

働者を再教育するなどとい う意識は殆 どなく,た

だ失業者を直接的に増加させていることは否めな

いのである。 コンピュータは,特 別な教育を受け

た少数のテクノクラー トの知的好奇心の対象とし

て操作され,一 般大衆はコンピュータ利用の知的

労働 とは無縁の存在であ り,徹 底的な省力化の犠

牲を強いられているともいえるだろ う。

コンピュータの利用を社会の進展のための当然

の道具として認識 している国民にとって,ヨ ーロ

ッパ諸国のこの現状は,歴 史的 ・制度的 ・伝統的

風土に深 くかかわっているがゆえに,理 解 しがた

いと同時に,ヨ ーロッパの人々の目からすれば,

わが国では経営 と労働 とコンピュータが三位一体

となって,生 産性を向上させていることが不可思

議にも思えるであろ う。端的にいって,わ が国で

は,コ ンピュータを導入したから直ちに首を切る

とい う習慣はない。またわが国でのコンピュータ

利用が万事何の支障 もな く円滑に行われていると

も思わないが,コ ンピュータ利用の進展に ともな



って,情 報産業はもとより,コ ンピュータ関連の

知的労働力を急速に増加させ,他 方,肉 体労働や

単純作業をコンピュータに代置させることによっ

て,サ ービスの向上,人 間的判断作業の充実など

を図っていることも事実である。 日本へ来たヨ一

口 ヅパ人が奇異に思 う一つの光景は,デ パー トの

サービスであるといわれているが,た しかにヨー

ロッパのデパートの売子は顧客へのサービスとい

うより,盗 難予防のための監視体制の一環であっ

て,余 程の専門店でもないかぎり日本のように,

開店 と同時に顧客に愛婿をふ りまいて挨拶を し,

商品の選択の手伝いをするようなことはない。

インフ レと失業に苦悩するヨーロッパの中で,

とくにフランスはジスカール ・デスタソの失政に

よって,過 去7年 間に失業者数を40万人増加 させ

たとい うことが大統領選挙のときの重要な争点 と

なって,ミ ッテランに期待 したが,最 低賃金法の

改訂,児 童福祉年金の増額等々社会党内閣の福祉

充実等と財源の確保のための各種公共料金の値上

げ,中 産階級への増税を実施し,国 外への資本逃

避,企 業規模縮少 ・閉鎖などによってわずか5カ

月間のうちに,さ らに40万 人の失業者が増加し,

200万 人からの失業者をかかえ,今 日ではその主

因が 日本の輸出にあると非難しているのである。

このような状態にあっても,何世紀もの間,植民

地を支配 してきた宗主国 としての過去の栄光を忘

れられず,ひ と握 りのエ リー トが支配する官僚体

制を墨守し,世 界第3位 の軍事力を維持 し海外に

威信を示めそ うと努めているのは,む しろ哀れな

ほど滑稽であろ う。フランスがかつて文明 ・文化

の中心であったことは認められても,ギ リシア,

ローマ帝国はもとより,世 界に覇をとなえた国が

肇国の精神を忘れ,文 明,文 化の恩恵は享受する

が,安 逸に流れ,創 意 ・工夫を怠 り,勤 勉と教育

を侮った時に滅亡 したように,と りわけ,一 般大

衆に対する新時代を前提に した教育を怠れば,い

3

ずれは威信が大いに揺 らぐことになるであろう。

フランスにとって失業問題の解消策は産業の国

有化や統制ではないし,ま してわが国を非難する

ことでもない。第1に フランスの支配階層は企業

経営の社会的責任を自覚 し,第2に 情報化の進展

に ともなって将来社会を担ってゆく人々に対する

教育を充実させ,第3に 国際協調を基礎に自ら輸

出努力をなすべきであろ う。

新 しい知識や技術の教育は為政者だけのものと

しそれをもって特権的地位を確保 したとい う例は

歴史上枚挙にいとまがない。た とえば,な ぜ掛算

を 「九九」 とい うか といえば,清 朝において一般

庶民が乗算を容易に覚えられぬように,2×2==

4か ら始めるのではなく,9×9・=81か ら教えた

ために乗算を 「九九」とい うのであって,わ が国

でも 「九九」とはい うが,庶 民が暗記 しやすいよ

うに,小 さな数から教えたのであった。フランス

では,10年 ほど前に数の算え方が複雑なために,

文部省通達によって,小 学校における 「九九」の

暗記教育を廃止 したが,ベ ルギーのような進法を

とれば,こ の問題は解決するはずであるが,進 法

を複雑なままにして 「九九」の教育を廃止すると

い うのはいかにもフランスらしい選択である。フ

ランスのこの選択は,決 して清朝のような意図が

あるとは思えないが,人 類史をた どれば,加 減乗

除を操作する能力こそは,為 政者および知識階層

の独占的な能力であ り,「 九九」教育の廃止が,

一般大衆を愚昧な無知の広野に追いやることにな

らなければと,他 人事ながらフランスの将来を危

惧するのである。

冒頭に述べたように,情 報処理技術の開発 ・製
ト

造 ・利用においてわが国は世界で群を抜き,ま た

今 日でも比類まれな経済発展をつづけているが,

それが勤労の尊さを忘れ,教 育を軽視することに

なれば,わ が国 とて,歴 史の片隅みに追いやられ

ることは例外でないことを心すべきであろ う。
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特 別 レ ポ ト

10周 年 を迎 えた

情報化週間

ぼ字
繍 丁

轟

「生活 と情報化」をテーマに昭和47年 から始

まった情報化週間は,今 年でちょうど10周年を

迎えたが,今 年は146の 行事,催 物が全国各地

57の都市で行われ盛況のうちに幕を閉 じた。



優秀情報処理システム表彰芦

"

情報化週間記念式典 ・祝賀会 ●

まず10月1日,午 前10時 半から東京千代田区の

ホテル ・ニュ口才一夕ニで行われた情報化週間記

念式典では主催者を代表 して情報化週間推進会議

議長の北野重雄氏から 「資源,エ ネルギーの制約

や多面的な国際的対応を迫られるなど厳 しい環境

のもとにある我が国にとって産業界は じめ経済 ・

社会のあらゆる分野における情報化の促進は今後

いっそ う必要となる。こうしたなかで今回の情報

化週間で一人でも多 くの国民が各種行 事 に 参 加

し,情 報化を自分の問題として主体的に考える機

会を得て我が国の将来の情報化の進展に役立つこ

とを期待する。」との挨拶があった。

続いて,政 府側から通商産業(代 読,山 本政務

次官),郵 政(同,渡 辺政務次官),行 政管理(同

堀内政務次官),運 輸(同,中 村事務次官)の 各

省庁大臣,長 官の挨拶が行われた。

さらに来賓として出席 した情報産業振興議員連

盟の倉成正会長から祝辞が述べ られた。

式典は,こ の後,北 野議長か ら今年の情報化週

間特選標語 「情報を暮 らしに地域に ビジネスに」

(金沢市,西 森茂夫氏作)が 披露され,続 いて情

5
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報化促進貢献個人,企 業等,優 秀情報処理システ

ム,懸 賞標語及びコンピュータ ・プログラムの入

選者の各表彰が行われた。(別 表参照)

記念式典の終了後,会 場を移し㈲日本情報処理

開発協会ほか情報処理産業関係団体の主催による

情報化週間記念祝賀会が開かれ情報産業振興議員

連盟名誉会長の橋本登美三郎氏,本 年度情報化週

間マスコット・ガールの城ケ崎祐子 さん(フ ジテ

レビ・アナウンサー)ら の挨拶のあと参加者一同

懇談に移 り,午 後1時 半盛況の うちに散会 した。

`81生活 と情報化展 ●

「生活と情報化展」は東京,北 九州,札 幌(㈱

日本情報処理開催協会他主催)と 大阪(⑭ 関西情

報センター他主催)で 開催 された。

この うち東京で開催 された 「`81生活 と情報化

展一暮らしにとけ込む コンピュータ」は10月1日

から6日 まで西武百貨店渋谷店B館8階 催事場で

行われ6日 間で98,000人 の入場者を数えた。

この展示会では文字 どお り暮らしにとけ込んで

きた コンピュータの姿を 日常生活の場に即して紹

介 した。

1導 入一 光の トンネル
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1階 入 口に ニュ・一・エ レク トロニ クス ・カーの

実物 とカラーグラフ ィック ・プロセ ッサに よる会

場案 内を行 った。

また会場入 口にはスペ ース シャ トルの内部にみ

たてた光 と音 に よる立体空間"光 の トンネル"を

構成 した。

この"光 の トンネル"を 出た ところでマイ コン

・ロボ ットのマ クセル くん,マ イク ロキ ャ ヅ トの

実演を行い,と くに子供連れ の人気を集めた。

2字 宙 とコン ピュータ

資源衛星 ラン ドサ ッ トか らのデー タを コン ピュ

ータによって画像解析する過程 をパネル で展示 し

た。

気 象衛星 「ひ まわ り」に よる気象情報 の解 析の

状 況を中継録 画 くくは るかな る宇宙 「ひ まわ り」の

声 を きく"を 放映,紹 介 した。 また,8月11日 に

打上げが成功 した 「ひまわ り2号 」の模型 と現在

の 「ひ まわ り1号 」に よる宇宙か ら見た地球 の写

真 も展示 した。

3か らだ とスポーツのコーナー

マイ コンに よる プロポー ション診断,個 人学習

用 医用CAI,食 生 活栄養診断,ゴ ル フ ・スイ ン

グ ・アナライザ の展示,実 演を行 った。

4新 製 品のコーナー

マイ コンを内蔵 した新製 品,光 学式 ビデオ ・デ

ィス ク(レ ーザー ・デ ィス ク)に よる音楽番組を

放映 した。

5〈 らしの革 命コーナー

画像 応答システ ム(VRS),新 型 電子 レンジ

な どの展示,実 演に よって家庭のなかの情報革命

がは じまる様子を紹介 した。

6「2001年 の部屋」 とHio▼is－ ハ イ ・オービ

スの=1一 ナ ー

コン ピュータ化 の進んだ2001年 の社会構造 を予

測 し,コ ン ピュータ診断を行 う一方,ハ イ ・オー

ビス実験放送 の模様を ビデオで紹介 した。

7ミ スと ミセ スのコーナ ー

ドレスの配 色デザイ ン ・シス テムやマイ コン ・

ミシ ンの展示,実 演 に より女性の ファッシ ョンや

趣味 に もコンピュータ化が進んでいる ことを紹介

した。

8楽 しい学 習コーナ ー

マイ コンを使 った絵 日記や英語 と日本語 を音声

で相互に翻訳す る音声電訳機,漢 字の書き順や読

み方を学 ぶ ことができる漢字電卓な ど,い ろいろ

な学習機 器を展示,紹 介 した。

9コ ンピ ュータ ・ア ー ト

コンピュー タに よる ビジュアル ・アー ト・コン
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10周年を迎えた情報化週間珍

ピュー タ ・アニメーシ ョンやシンセサイザ ーによ

る音 の芸 術,マ ル チ ・ビデオ ・プ ロジェクターに

よる映像 システムを紹介 した。

10マ イコンひ ろば

電子碁盤な どマイ コンを使 った各種 ゲームの実

演 と日本 マイ コン ・クラブ会員に よる優秀作品の

展示,紹 介を行 った。

11マ イコン ・プ ログラム ・コンテス ト

「生活 と情報化展」の10周 年を記念 して行 った

マイコン ・プログラム ・コンテス トの優秀作品を

表彰す るとともにその作品を展示 した。

情報化週間シンポジウム ●

情報化週間シンポジウムは情報革命一80年 代の

課題 ・変化への対応 と新たなる挑戦一 と題 し,10

月5日,6日 の両 日,東 京千代田区の経団連ホー

ルで翻 日本情報処理開発協会と㈱日本情報センタ

ー協会の主催で行われ,2日 間で580名 が参加 し

た。

第1日

開会の辞 島田 喜仁(㈱ 日本情報処理開発協

会会長)

桑江 和夫(聞 日本情報センター協

会会長)

セッション1「 マイ コン革命一マイクロエ レ

ク トロニクスの社会 ・産業へのインパクト」

●講演A・ オズボーン(オ ズボーン ・コンピ

ュータ社長)

●パネル討論

パネ リス ト

真田 隆幸(ア イ電子測器社長)

島矢 志郎(日 本経済新聞産業部次長)

安田 寿明(東 京電機大学助教授)

A・ オズボーン

コーディネータ

渡辺 茂(東京都立工科短期大学学長)

第2日

基調講演 「国民 コンピュータ時代」

小松 左京(作 家)

セッション皿 「オフィス革命一ニューメディ

アの可能性と創造への挑戦」

●講演N・P・ ネグロポンチ(マ サチューセ

ヅツ工科大学教授)

●パネル討論

パネ リス ト 、

月尾 嘉男(名 古屋大学助教授)

後藤 和彦(NHK総 合送放文化研究

所主任研究員)

小松 左京

N・P・ ネグロポンチ
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第5世 代 コンピュ・一夕国際会議 ●

第5世 代 コンビュー一夕 ・システム(FGCS)

は1990年 代 に広 く利用 され る ことが期待 され る コ

ン ピュ戸口タ ・システ ムで従来 の第3,4世 代 には

ない革新的な理 論 と技術 に基づ く知識情報処理 シ

ステムを 目指 してい る。FGCSは 昭和54年 度 か

ら諸外 国に さきがけ通商産業省の指導 の もとに勧

日本情報処理開発協会に調査研究委 員会が設け ら

れ,我 が国各分 野の最高権威を集めて調査研究が

行われた。

今回の 「第5世 代 コンピュー タ国際会議」-

IntemationalConferenceonFifthGeneration

ComputerSystemsは,こ の調査研究の成果の

公表 と今後の研究開発 に国際 的な レベルで の意見

交換,討 議を反映 させ るため開かれ た もので,海

外か らIBM,ユ ニパ ック,ハ ネ ウェル,NCR,

TI,DEC,な ど米国の主 要 メー カー・は じめカ

ナダ,イ ギ リス,フ ランス,イ タ リアな ど西欧諸

国,チ ェ コな ど一部の共産圏諸国,発 展途上 国を

含め14カ 国,約90名 と国内か ら約210名 の学者,

研 究者,専 門技術妻合わぜて約300名 が参 加 し,

10月19日 か ら22日 までの4日 間,東 京大手町 の経

団連会館ホールで開かれれ。

第1日 開会式

挨拶 島田 喜仁(㊥ 日本情報処理開発

協会会長)

祝辞 田中 六助(通 商産業大臣)

●基調講演 知識情報処理への挑戦(FGCS調

査研究の概要)

元岡 達(FGCS調 査委員会委員長,

東京大学教授)

●FGCSの ニーズと社会的影響

唐津 一(FGCS調 査委員会システム

化技術研究分科会主査,技 術評論家)

●知識情報処理を 目指 して

淵 一博(FGCS調 査委員会基礎理論

研究分科会主査,電 子技術総合

研究所パターン情報部長)

●FGCSの アーキテクチャ

相磯 秀夫(FGCS調 査委員会アーキ

テクチャ研究分科会主査,慶 応

大学教授)

第2日 －FGCSに おける知識情報処理一

●問題解決及び推論のメカニズム

古川 康一(電 子技術総合研究所)

●知識ベースのメカニズム'

諏訪 基(電 子技術総合研究所)

●インテリジェント・マンマシン?インタフェース

田中 穂積(電 子技術総合研究所)
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10周年を迎えた情報化週間修

第5世 代コンピュータ国際会議レ

●ロジ ックプログラ ミングと高性能パー ソナル コ

ン ピュータ

横井 俊 夫(電 子技 術総 合研 究所)

●招待講演FGCSに お ける記号処理

E・Aフ ァイゲ ンバ ウム(米 国スタ ンフ

ォー ド大学)

●招待講演 論理的 プログラム合成

W・ バイベル(西 独 ミュンヘ ン工 科大学)

●招待講演 記号処理 の展望

G・ カー ン(フ ラ ンスINRIA)

第3日FGCSに お けるアーキテ クチ ャー

●推論機 構のための新 しいアーキテ クチ ャー

内田 俊一(電 子技術総合研究所)

●知識 ベース機構 のため のアーキ テ クチ ャー

雨宮 真人(日 本電信電話公社)

●VLSIと シ ステム ・アーキテクチャー

坂村 健(東 京大学)

●FGCSのi基 本的 アーキテクチャーと してのデ

ー タフローマシ ン及び データベ ース マシン

田中 英彦(東 京大学)

●招待 講演 コン ピュータにおけ る視覚認識

B・H・ マ コー ミック(米 国イ リノイ大学)

●パネル ・デ ィスカ ッシ ョン1

一 知識情報処理 の諸様相－

E・Aフ ァイゲンバ ウグ

(米 国スタ ンフ ォー ド大学)

W'バ イ ベル

(西独 ミュンヘン工科大学)

G・ カーン

(フ ランスINRIA)

長 尾 真(京 都大学)

大 須賀節雄(東 京大学)

古 川 康一(電 子技術総合研究所)

司会 淵 一博(電 子技術総合研究所)

第4目

●招待講演 －FGCSの ア ーキ テクチ ャーに関

す る考察－

P・C・ トレリーペ ン

(英国 ニューキャ ヅスル アポ ンタイ ン大学)

●招待講演 一 アル ゴ リズムアーキテ クチ ャー及

び テクノロジーについて－

J・ ア レン

(米 国 マサチ ューセ ッツ工 科大学)

●パネル ・デ ィス カヅション∬

-FGCSの アーキテ クチ ャー

B・H・ マ ツコP-一・ミック(米 国イ リノイ大学)

P・C・ トレリーベ ン(英 国ニューキ ャッス'

ル ・アポ ンタイン大学)

J・ ア レ ン

後藤 英一

浦城 恒雄

内田 俊一

司会 相磯 秀夫

(米 国 マサ チューセ ッ
、

ッ工科大学)

(東京大学)

(日立製作所)

(電子技術総合研究所)

(慶応大学)
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パネル ・デ ィスカ ッシ ョン皿

－FGCSの イ ンパ ク トー

J・ リオ ン(フ ランスINRIA)

C・ リー ド(英 国イ ンターバ ンク ・リサー

チ)

」 ・リガナテ ィ(米 国標準局)

N・ シバルスキー(西 独GND)

岡 松 壮三郎(通 商産業省)

戸 田 巌(日 本電信電話公社)

司会 元 岡 達(東 京大学)

講演と映画の会 ●

コンピ ュー タ ・セ ミナ ー ●

⑭日本情報処理開発協会では,こ の他,各 地の

団体との共催により 「講演 と映画の会」(札 幌,

富山,岡 山,松 山,北 九州,那 覇),同 協会情報

処理研修センターの主催で中学生コンピュータ教

室(仙 台,那 覇),高 校生 コンピェータ ・セミナ

ー(福 島,山 口),コ ンピュータ ・セミナー(移

動教室 ・函館,金 沢,徳 島,大 分)を それぞれ開

催 した。また,同 協会は情報化週間の総合広報を

担当 し,ポ スタPt,行 事案内,PR誌 の作成,配

布,新 聞 ・雑誌広告,交 通広告等を通 じ広く情報

化週間の広報活動を実施した。

この他の主な行事 としては次のようなものが行

われた。

{1)展 示会

●旅と情報システム(日 本国有鉄道)

●電気通信展(東 京,名 古屋,大 阪 ・日本電信電

話公社)

○データシ ョウ(日 本電子工業振興協会)

●医療情報システム展(医 療情報システム開発セ

ンター)

●ソフ トウエ7シ ョウ(ソ フ トウェア産業振興協

会)

●国際電気通信展(国 際電信電話株式会社)

② 講演会等

●情報ネットワークと分散処理システムの動向

(郵政省,日 本ITU協 会)

●行政 と情報システム(行 政管理庁)

○マイ クロコンピュータ入門講座(電 気通信科学

財団)

●日独情報化社会セミナー(電 気通信総合研究所

未来工学研究所)

●オフィスオートメーションの諸問題(日 本船主

協会,日 本能率協会,日 本オフィスオー トメー

ション協会)

●システム監査(EDPn－ ザー団体連合会)

●オフィスオー トメーシ白ソのための問題認識

(日本オフィスオー トメーション協会)

●文化の情報設計化をめぐって(関 西情報センタ
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10周年を迎えた情報化週間疹

ソフ トウ エア シ ョウ〉

一)

●マイクロエレクトロニクスの進展 と情報化戦略

(大阪科学技術センター)

㈲ 研究会等

●国,地 方公共団体行政情報処理研究会議

(行政管理庁,自 治省)

●電子計算機利用に関する技術研究会

(工業技術院)

●ナソライン情報検索システム公開デモ

(日本科学技術情報センター)

●特許情報サービスの説明会とデモ(東 京 ,名 古

屋,大 阪,広 島 ・日本特許情報センター,発 明

協会)

●郵便局施設公開(全 国73局,郵 政省)

▲ データシ ョウ

情報化週間ポスター〉

議

甑 ぷ 鉱 ・
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〉情報化促進貢献個人(敬 称略)

綾 日 天 彦

三 井 造 船 ㈱ 電算室長
羅 耀 毅離離 嘉㍊鑑 華字灘 鰹 齪罐 と推纏 昊錠
献をした。

安 藤 馨

富 士 通 ㈱ 顧 問
賠 呈禦 ㌫ 難境歓纏 毅署讐繁醗 綴 購 ㌶ 昌奎匡多
大な貢献をした。

魚 木 五 夫
産業能率大学経営情報学部
主任教授

昭和44年 度の情報処理技術者試験の発足以来,試 験委員として本制度の普及発展に尽力す

るとともに,情 報処理技術者の教育 ・研修に多大な貢献をした。

岡 藤 次 郎
日本科学技術情報センター
理事長

鵬 翼酬 驚爾灘 隻と纏 覧鱒㌢唇羅麟 ㌶鉱頸罐
化に貢献した。

佐 々 木 正

シャープ㈱代表専務取締役
膓㌶ 鍵 顯蟹㌶ 撲繁 突販翼鑛 篇顕 揚報姦孟嬬 誌善二
育成に努めた功績は顕著である。

田 中 幸 吉

大阪大学基礎工学部教授
㌫ 編 槽耀 費繕 る≦z贈呈姦婦 竃連舞暑㌫ 閣 議 誓
で あ る。

高 橋 茂

筑波大学情報工学系教授
織 豊煙 驚 蹴 霧 劃聖こ宅繁騰 従毒蛇離離 里離㊨
に努める等我が国情報処理技術の向上に尽力した。

辻 井 重 夫

東 京 工 業 大学 教 授

日本電気㈱及び東京工業大学において通信方式理論の構築に尽力するとともに,情 報通信

システム等に関する知識の普及および電気通信技術者の育成に尽力した。

中 村 幸 雄
インフォーコム技術事務所
所長

織 雷 ヲ㌃認 鯵蓑5情裁量`1ρ㌶麟 麟舞 舞 鷲罐
多大な貢献を した。

芦情報化促進貢献企業等

㈱ 朝 日 新 聞 社 曇糠 鞭竃撒 曇寳罐婁讃魏鰻竃ムξ鋤 議灘
の促進に多大の貢献をした。

川 崎 汽 船 ㈱
コンテナターミナルの自動化システムを始め,定 期船関連システム等各種業務のシステム

化を広く推進 してきており,海 運業におけるシステム化の推進に多大の寄与を した。

気 仙 沼 商 工 会 議所 毅 躍遼嵩灘 霧霧…国論:罐乗遵謡講 莚課
した 。

㈱ 市 況 情 報 セ ン タ ー 藷壇篇糖 類竪織 羅 三z手空妻鰐 禦 灘 宏 量㍊ 甥
て,我 が国産業界全体の情報化,シ ステム化の促進に貢献 した。

㈱ ジ ヤバ ン フ レイ ト
コ ン ソ リデ ー ター ズ 元㌘t㌶ レ遵魏纏 縫畠誌高議鐙 禦 整鑑 裟 遷;

業務の効果的な情報化に成功した。

㈱ デ ン サ ン 灘 醗 遵纏縫籠蓑騒翼難 器議 婁茎議
㈱ 東 急 ス ト ア

我が国で初めてのPOSシ ステムの導入を通商産業省の委託実験により実施したほか,独自
にPOSシ ステムの開発,導 入を促進しており,同 業他社の店舗におけるPOSシ スァ
ム導入の引き金となる等小売業界の情報化の促進に貢献 した。

㈱ 東 京 放 送 撒鯖‖㌶ 議 老遼藩竃曇警難躍 §樫鑑
㈱ 三 菱 総 合研 究 所

超高性能電子計算機技術酬先祖合,ソ フトウェアモジュール研究組合,ソ フトウェア生産
技術開発等に参画し,ハ ー ド・ソフ トの両面にわたる先進的技術開発に多大の功績をあげ
るとともに,出 版 ・セ ミナー等を通 じて研究成果を広く一般に普及するなど我が国の情報
処理技術の向上に著しく貢献 した。
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10周年を迎えた情報化週間 ●

ゆ優秀情報処理システム

計 マルチオンライ
ンシステム

㈱ 日 本 興 業 銀 行 警欝 饗 鰍 蓼警輸 議 ζζ;£罐 嬬 鵠撒 長講㍑麟
健康保険組合業務処理プロ
グラム(HIND)

㈱ 第 一 ソ フ テ ッ ク 竃騨 灘 灘 編謡£㌍罐 夢麟 巖=
『-

CAIシ ステムMILE
STONE筑 波大学学術

情報処理センター

光ディスク,パ ーソナルコンピュータ組込み端末等を採用 した最新最高機能のCAIシ ス

テムで,我 が国の教育における情報化の促進に貢献した。

住民票オンラインシステム

大 宮 市 役 所
一一.一 一 一.__ 鍾灘 罐 欝欝麓籠羅萎」…螢 ご6織殿蹴

w'A－総合臨床検査情報処理シス
テム(LIS)日 本電信電
話公社関東逓信病院 馨讃難 錫醸欝欝 彗罐轟轟温鰹難認蔑
ニッセイ新総合オンライン

システム
日本生命保険 相互 会 社

　

個別保険,企 業保険,財 務,人 事,外 務,管 理,顧 客情報等の一括 した大規模,広 範なオン

礁 議 撫 藷鵠 灘 両鶴 業務の合理化・灘 サービ・の向上が可能・な
FUNDAシ ス テ ム

日 本 鋼 管 ㈱ 琉 編 耀謀 議 罐灘2製 罐 嬬 璽藁殼摩 ・ADシステ
メッシュ医療情報システム

愛知県医師会医療システム

委員会 鱗繁 瓢 繁雑雛 最4熱論離離 罐 魯
旅行予約オンラインネ ット
ワークシステム

日本国有鉄道 ・㈱ 日本交通

公社 ・㈱日本旅行 ・㈱近畿
日本ツーリス ト

機種の異なる4社 のシステムを,独 立性を確保 しつつ,標 準化を図ることにより相互結合

し,大 規模なオンラインネットワークシステムを完成,利 用者の利便を図った社会的波及

効果は多大である。

治情報 化週 間標 語,コ ン ピ ュー タ ・プ ログ ラム入選 者

第1部 標語(佳 作は五十音順)

特 ∋ 西 森 茂 夫
…無 職 情報を 暮 らしに 地域に ビジネスに

今 村 繁 公

佐 藤 充 昭

白 根 保 障

平 盛 和

佳 作

佳 作

佳 作

佳 作

水道企業体職員

郵 便 局 員

無 職

高 校 生

情報が 暮らしに生きる 生かされる

情報で あなたの暮らし 変えてみませんか

情報で 確かな選択 豊かな創造

情報で 明るい将来 住みよい社会

第2部 コンピュータ ・プログラム(優 秀賞は五十音順)

最優秀賞 論理回路設計プログラム 埼玉県立熊谷工業高校 情報技術科3年 ・杉山武信'

優 秀 賞 帰省路出力プログラム

ーPL学 園発,

我が故郷ヘー
大阪府PL学 園高校

定時制普通科4年 ・橘香澄,室 田亜紀子,3年 ・嬢美

睦,山 野栄子,西 居公子,2年 ・杉木千寿子,尊 田展

子,田 村佳津

優 秀 賞 進路統計プログラム
徳島県立徳島商業高校 商業科2年 ・佐藤規正,佐 藤政裕,佐 々木真由葵,情

報処理科2年 ・川瀬隆義,木 下まゆみ,藤 岡直美

優 秀 賞 生徒会会計管理システム 千葉県立一宮商業高校 2年 ・鈴木敬二

優 秀 賞 歯車の自動設計プログラム群馬県立高崎工業学校 情報技術科3年 ・斉藤修二,伊 藤俊幸



14

イ、 イ ド・レ ト

臨床検査情報処理 システム

(L 1 S)

日本電信電話公社関東逓信病院

ウナギのぼ りの検査に対応 ●

近代医療における臨床検査の果す役割は,き わ

めて大きい。そのデータをどのように合理的かつ

確実に管理するかは,診 断における信頼性と患者

サービスの重大なポイン トになる。社会構造の変

化に伴 う生活環境の変化に迅速に対応 し,的 確な

診断,治 療の上で検査の果す役割は大 きく,そ の

機会,種 類 も極めて増大 している。

日本電信電話公社関東逓信病院における臨床検

査総件数も,表 一1に みられ るように,文 字 どお

りウナギのぼ りの増加を示している。

「昭和38年 から今日まで要員の増加は30%。 むや

みに人は増やせませんか ら,件 数増大に対処する

ためには,検 査の機械化,コ ンピュータ化がどう

しても必要だった。」(春 日誠次関東逓信病院臨

床検査科部長)

こうした時代の要請に対応 して関東逓信病院で

は,早 くか ら臨床検査の自動化,デ ータ処理シス

テムの導入,確 立に取 り組んできた。その結果,

昭和54年9月,独 自のLIS(臨 床検査情報処理

システム)を 開発,稼 動させた。

「検査部門は,生 化学,血 清学,微 生物学,血 液

学,病理学,生理学 と多岐にわかれている。しかも,

1人 の患者についてみても,病 状に よってどの部

門の検査を行 う必要があるか個 々によって異る。

情報の発生源が患者によってちが うわけで,そ の

すべての情報を1つ のシステムでコントロールし

ようとい うがLISの 出発点だった。」(春日部長)

臨床検査の情報処理をシステム化しようとい う

ネライはい くつかあった。それはまた同時に,シ

ステム確立以後のメリットになった。
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ロ インサイ ド・レポー トロ■

(図 一1) 関東逓信病院情報処理システム

『
院内大型

特定症例

検査データ管理

病床管理

∈ヲ 創

〕S

DUCOM

DIPS-11 目
■者受 寸

窓口会計

薬品在庫管理

診療料金請求

管理統計

圏

一 一 ≡r-一

・・ＴC・T匿]

生化 ・ 血液

… 回
⑭鶴 由

生理・病理・微生物

⑤ 臼

魎 〔病棟〕〔鉋9〔亟 亘)〔垂 垂〕

第1は,医 療従事者の事務作業の軽減である。検

体ラペルの作成,結果台帳等の作成,診療 レベルに

ヒットした報告書の作成などはすべて手作業であ

り,膨大な量の労力を要 した。さらに病棟における

検体採取準備作業を軽減 し,手 計算処理の機械化

によって,事務作業全般を軽減することを狙った。

第2は 検査精度の向上。精度管理の充実,相 関

チェック,時 系列的変化の把握チェヅクの強化が

目指された。

第3に 検査情報処理を単純化 し,第4に 検査効

率の向上が目標となった。単純化では,血 清帳票

の統合,中 央受付,結 果照合,検 体受付,検 体分

離等の同一作業の一元化,検 査効率の向上では,

作業単位の統合,前 日受付によるデータ処理の平

準化が 目標であった。こうした目標の到達にょっ

て,患 者サービスの向上を目指 し,病 院運営の近

代化に資すとい うのがネライである。

〈システムの位置づけ〉

臨床検査情報の総合的管理は,院 内大型コンピ

ュータによる 「検査データ管理システム」で行い

臨床検査情報処理システム(LIS)は,臨 床検

査作業の共通業務,中 間管理業務,検 査作業サポ

ー ト業務を中心機能 とし,さ らに補助業務として

微生物学,病 理学,生 理学の各検査科で行 う独自

業務のデータ収集を行 うこととし,DUCOMと

のオンライン結合によって,検 査データの取込み

及び検査結果の提供を行 う。(図 一1参 照)

システムの概要 ・適用業務 ●

システ ムの中心 は,ミ ニ コンピューータ(NEC

MS50)で あ る。MS50に そ の周辺機器の固定ヘ

ッドデ ィス ク,磁 気 ディス ク,磁 気 テープとN-

630/20デ ィス プ レイター ミナル,N630/50イ ン

テ リジェンスター ミナルの端末装置,さ らに,自

動分析装置か らデータを収 集す るMES(MED

ICALEQUIPMENT,SUBSYS
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TEM)等 の情報処理装置によって構成されてい

る。また,オ ンライン処理を中心 とした検査シス

テムであることも,シ ステム概要の特色である。

(表一2参 照)

〈主な業務〉

受付及び検体採取(外 来患者 ・検査料の中央受

付において医師の指示内容を登録し,検 体ラベル

を出力 し,こ れに基づき検体を採取する。入院患

者 ・翌 日実施予定の検査指示について当日の午後

3時20分 までに依頼された指示を一括登録し,検

体ラベル と検体採取 リス トを作成 し,病 棟に送付

し,病 棟で採血する)

検体処理(検 体照合 ・外来,病 棟か ら集められ

た検体について,前 日登録分については採血 リス

トで,当 日分については,検 査帳票でそれぞれ照

合を行 う。検体分離分注 ・血液検体について一括

遠心分離を行い,分 離 された血清について,検 査

ー

・
ペ

ミ

多

一

㌻

∵

∪

(心

儀
べ

グル ー プ別の容 器に貼付 され ている二次 ラベルに

よ りそれ ぞれ分 注する。検体分配 ・検体分配 リス ト

に基 づき,そ れ ぞれ の検査 グルー プに分配す る)

作 業計画(認 識N伍一 覧表 作成 ・一 般血 清の検体

について,検 体の 自動分注のために用い る認 識M

の一覧表を作業単位 ごとに出力す る。 ワークシー

トの作成 ・各作業単位毎に作業指示 書 と して ワー

クシー トを 出力す る)

検 体結果 の取込み(用 手法系 ・ワークシー トに

基づ き,デ ィス プレイか ら結果値を入 力 し,技 師

コー ドの入力に より確認 する。 自動分析機系 ・自

動分 析器 か らの結 果データをMES,R/L切 換

装置等のイ ンター フェイス機器を介 してMS-50

に 直 接取込む。検体の配列は ワークシー トに基づ

く技師 コー ドの入力に よ り確認す る(⑥ オー ト機

器はSMA12/60,2台,M400,M500,AAL

デ ン シ トメータ,H706,CCS,ヘ マ ログD)

検 索,修 正,削 除(患 者属性,指 示 内容,結 果 デー

タ等 の検 索照合や修正,削 除を デ ィスプ レイか ら

行 う。また,院 内大型機へ の結果MT出 力後 の追

加,修 正,削 除について もデ ィス プ レイか ら行 う。

報告書く検査結果〉の作成(検 査結果の揃 った
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CPU
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1(3・ ・MB)1
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焚

固 定1

16rwl16rw
3(480kW)2(320}ew)

1可 剰 ・(ll6M・)1

磁 気 テ ー プ 黄 巾

・ イ ン プ ・ ン 川

・ 一 ・ ・ 一 ダ ー1

分 析 機 デ ー 礫 収 装置(MES川

2

一
-

一
-

1

シ

ョ
ン

ワ
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ク

ス
テ

イ

2 1 1
析 機 取 込 切 替 装 置1 1・1 ・1 1

CR T汎 用 端 末1 181 1
イ ソ ・ ・ ジ ・ ン ・嗣 ヨ ・1 1
特 殊 オ ベ コ ンl

l 1 gl 9

デ ー タタイプ ライ タ(TTY) l
I 1 3 2

イ ・ バ ク ・ プ … ■ 22 10 2

紙 テ ー プ
せ ん 孔 装 司 ・ 1 1

読 取 装 置11 1 1

通 信 用 モ デ ム132
|

データについて,外 来,入 院別に出力する。外来

については,送 付書として外来患者総括 リストを

出力する)

累積表の作成(一 定期間の検査結果値について

患者別の時系列がわかるように出力する)

精度管理業務(自 動分析機で行 う項 目及び用手

法検査項 目の一部について検査精度の向上をはか

るための精度管理表を作成する。また,精 度管理

データの照合,修 正,削 除を行 う)

各種管理資料の作成(受 付台帳 ・検査オーダ受

付終了後,当 日受付の全オーダについて,患 者属

性,オ ーダ内容等のリストを出力する。対象は,

生化,血 液,写 真等とする。微生物,生 理にっい

ては,1/Tか ら出力する。結果台帳 ・検査オ'一

ダに対 して,結 果値及び未検査のオーダについて

の リス トを出力する。ウェールズ陽性患者一覧表

・陽性患者について氏名を50音順に出力する)

DUCOMセ ンターへの結果送信(入 院患者の

検査結果データの即応性ある利用方法を図るため

DUCOMセ ンターに結果を送信 し,病 棟にある

DUCOM端 末で照合できるように した)

最先端システムの完成 ●

関東逓信病院がLISの 構 想を計画 し,そ の準

備に とりかか った のは昭和49年 の5月 であ った。

春 日部長を リーダーに,医 療近代化準備室 と各 検

査部門のベ テラン技師,シ ステ ムエ ンジニアか ら

な るプロジェク トチー ム(13名)を 結 成 し,具 体

的作業に入 った。53年10月1こ は基 本設 計仕様 案お

よび外 部詳 細設計案を完成,よ うや く見通 しがつ

いた。 「システム化に向けての意志統一,日 常業

務 と併 行 してのシステム移行,思 いがけ ないバ グ

の発生 な ど,院 内システム(HIS)と の アクセ

スを求 めた こともあって,人 にいわれない苦労が

あった。 しか し,そ の結果,臨 床検査情報処理 シ

ステムと しては,最 先端を行 くものができた。 今

後 もさらに充実 させ てい く」(春 日部長)

(レ ポー ト ・道田国雄 ・ジャーナ リス ト)
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情報処理市場の日米比較

拡 大 と と も に 増 す 責 任

エ ド ワ ー ド ・K・ ヤ サ キ

市場の多様化傾向 ●

米国でCATVの サービスを受けている家庭は

ごくわずか(お よそ200万 世帯)で ある。 とは言

え,加 入者数は昨年だけで前年 より56%増 えてい

る。

この増加の原因は,加 入者に提供 される番組や

サービスの幅が広がったことが考えられる。

CATVの 視聴者は最新の映画や教育番組,ビ

ジネス,ニ ュース,ス ポーツ,子 供番組など,子

供や大人が見たいと思っているものを見ることが



で きる。

「大量市場 の考 え方 では も う古い。」 とい うの

がパー ソナル ・コン ピュータ とホーム ビデオゲー

ムのメーカー,AtariInc.重 役 会会長Raymond

E.Kassar氏 の 持論だ。

同氏に よる とこの市場 には大量市場 と同 じ要素

は全 く無 く,市 場 は 「それぞれ全 く異 なる個 々の

グル ー プに分 かれ てい る」 と言 う。そ して,家 庭

のCATV視 聴 者向け の番組 とサ ー ビ ス の 激 増

は,こ うした事実 に有 線通信業者が気がついた こ

とが原因である としている。

同氏が米国の家庭 につ いて語 っている こと,す

なわち人 々の関心 の多様化 とい うこ とは 日本 にも

そのままあては まる。 しか し日本人の場合,人 に

よって異 なる個性や好みに こだわ る反面,彼 らの

ビジネスにおけ る行動を見ている と集団が支配 し

てい るよ うに思える。彼 らは 同 じバスに乗 る こと

を禁 じられ るのを恐れ るあま り,他 人 と同 じこと

を しよ うとす るのであ る。従 って,日 本ではあ る

種 の商品やサ ービス の市場は まだ大量 市場であ る

よ うだ。 しか し,そ れ も一時的 な現 象であろ う。

日本市場の特性 ●

今日の日本における大量市場は,去 る5月 晴海

で開かれた国際 ビジネスショウではっきりと示 さ

19

れた。そ の会場には37社 の ビジネス市場向けの ワ

ー ドプロセ ッサ とスモ ール ・コンピ
ュー タ ・シス

テ ムが展示 され た。 これ は昨年 の同種 の商品 の出

品数 が4台 前後 だ った のに比 べる と雲泥 の差 であ

る。 この国ではバ スが混んでい ると感 じた ら
,そ

こに乗 っていない ことに不安を持つ業者が大勢 い

ると考え るべ きなのだろ う。

37社 の中には,ア ップル,コ モ ドール ,ラ ジオ

シャックのパー ソナル コンピュータ,デ ータ ・ジ

ェネラル の32ビ ッ トEclipseコ ン ピュータお よび

CPT,ワ ン グの ワー ドプ ロセ ッサな ど海外か ら

の展示品 も含 まれていた。 また驚いた ことにはキ

ャノン,カ シオ,リ コー,シ ャー プ,サ ンヨー,

ソー ドな どな じみのある名前 が,畑 ちが いと思わ

れ る これ らの分野 にも名を連 らね てい ることであ

った。 これ らの企業 のあ とに ニコン,ミ ノル タ,ペ

ンタ ックス も続 くのではないか とさえ思われた。

新 しい漢 字処理機 能に支 え られ,漢 字 カナま じ

り文 の精巧 な入 力方法 の開発 に刺激 されて,日 本

のメーカーは この市場にわれ先になだれ込 んで き

た。 この市場が これ らの業者の熱狂 と勤勉 さに見

合 うだけの規模 があれ ば よい と思 う。

部外 者 として印象深 か った のは,漢 字入力 とい

う極 めて難 しい テク ノロジーが ここまで発展 した

とい う点であ った。

筆 者はほんの数年前,東 京 の研究所 で入力 プロ

セスを促進 し,迅 速化 するための奇妙 な実験 をい

くつ か見 た ことを思 い出す。 これ らの実験は オペ

レータが3,000キ ■一一の付いたキ ーボ ー ドの前に坐

っていな くてもよい よ うにす るための ものであ っ
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た。このような複雑なキーボー ドは現在なお使わ

れているが,富 士通などが採用 しているようなオ

ペ レータがタイプライタと同じ大きさのカナのキ

ーを押す とそれに相当する漢字が表示 されるとい

った新 しい方法も登場 した。

このようなシステムは速度が遅 く,問 題がない

わけではないが,操 作に時間がかか りすぎるとこ

ぼす老はいなかった。

10年前まではカナ文字を読み取れる商用OCR

はなかった。その5年 後,大 部分のコンピェータ

会社は手書きのカナを読み取れるスキャナーを開

発 した。そ して今,こ れ らの企業の中には2～3

の手書きの漢字を光学的に読み取る機能を開発 し

た所もある。が,そ れはまだ商品化され て い な

い。その商品化は促進されなけれぱならないが,

一方で専門家は手書きの漢字の光学的な入力がい

かに難しいかを訴えている。恐らく商品化される

までには長い年月がかかるだろう。

大型プ ロジェク トの功績 ●

最近になって光学式文字識別が長足の進歩を遂

げた背景には,日 本政府のパターン情報処理シス

テム開発プロジェクトの力が大いにあずかってい

る。通産省が8,000万 ドル以上の大金をつぎこん

だこの10年 にわたるリサーチ ・プロジェク トは,

NEC,東 芝,日 立,富 士通,三 菱各社の技術的

ノウハウを一段と引き上げるのに成功 した。助成

金が打ち切 られるまでに,各 社からの参加者によ

りパターン認識や,場 面分析ならびに音声認識と

いった複雑な特殊技術の研究が続けられた。

光学的なスキャニングのほかに,同 プロジェク

トは音声の基本的研究を行なった。今,日 本では

TVセ ットに音声合成装置を取付けることができ

る。日本の自動車やパーソナルコンピュータが音

声コード化されるまでにあと何年かか るだ ろ う

か。音声による指令により漢字を生成するこの試

みには並々ならぬ関心をかきたてられるが,そ の

開発にはマスターヴォイスにより作動する英文 タ

イプライタの開発をはるかに上回る時間が必要と

され よう。

日本型ベンチ ャー ビジネス ●

しか し何 と言 って も今 日の 日本の発 展の中で最

も印象的なのは,新 会社の成 功であろ う。中 で も

特に 日本 デジタル研究所(JDL)と ロ ジヅク ・

システム ・イ ンターナ シ ョナル(LSI)と い う

スモール ・ビジネス ・コンピュータ分野の2社 の

成長が著 しい。JDLは13年 前,日 立出身の技師

前澤和夫 に よって,LSIは1973年,石 田薫に よ

ってそれぞれ創設 された。



そ の成功は,終 身雇用制 や大企 業の社 員である

ことを誇 る傾 向,ベ ンチ ャー ・キ ャピ トルの不足

な ど,世 界的に も有名 な これ ら日本社会 の特 質 と

はかけ離れ た気質を これ らの企 業家 たちが持 って

いた ことに よる。 これ ら新会社は 巨大 な本体 メー

カー と販売 ・サー ビスのネ ッ トワー クを め ぐる競

合 に成 功 しているだけでな く,事 務機器 メーカー

ともそ の固定客奪取 の争いを展開 してい るのであ

る。

従 業員数わずか20名 とい うち っぽけなLSIは

日本 の コンピュータ ・システ ム輸出業者 と して主

導的 な地位を 占めてお り,昨 年の同社 の欧州向け

出荷台数は約2,000台,現 在 月間500台 の 生産 を

開始す るまでにその設備を拡 張 している。

一方
,従 業員数220名 のJDLは 輸 出は せず,

主 と して中小の会計事 務所 向けの販売 を行 なって

お り,昨 年は1,600万 ドルを上 回る売上げ を出 し

た。前澤社長 によると,こ の業界では,マ シン35

台 に1人 のFE(フ ィール ド・エ ンジニア)が 平

均 であるが,JDLで は150台 に1人 のFEと い

う割合 になってい る。 また,1セ ールスマ ンの年

間の売上げ 台数は5～6台 とい うのが同業界の平

均 であるが,JDLの 場 合 これが20台 とな ってい

る。 さらに,年 間販 売台数150台 を300名 の プロ

グラマがサ ポー トす る ところをJDLで は150台

を20名 で まかな っている。そ の結果,JDLの 粗

利 益は20%oか ら25%に な ると,こ の若冠36歳 の企

業家は胸 をはる。

どの国で も資格を備 えた熟練労働者が不足 して

いる。 しか しこれ ら日本 の新興の小企 業に とって

12

日立,NECの ような大企業志向の強い若者を雇

用するのは難 しい。 日本人は魅力的な雇用チャン

スを与える株式買入選択権やその他の特典につい

てこれか ら学ぶ必要があるだろ う。

海外市場への責任 ●

この5月 には東京 の別の会場 でも う1つ の展示

会 マイ クロコンピュータ ・シ ョウが開かれた。ず

らっ と並 んだ パ ソコン,書 籍,周 辺機器,ソ フ ト

ウエア,そ して人混みは いずれ も印象的であ った

が,こ のシ ョウが海外か らの技術分野の ジャーナ

リス トをひ きつけた とい う事実は,こ こで展示 さ

れたハ ー ドウエ アが米菓両国お よび欧州の販売店

の店頭に登場す る日が近 い ことを暗示 している。

日本の業者が利益 を出 している とい う事実は彼

らに とって満足 すべ きことであろ う。しか し,そ の

ことは世界 中にユーザーを増や しつつ,そ の利益

を維持 し,さ らに高 めるため に今後 も働 らかなけ

れ ばな らない とい うことであ る。それ とともに,

現 在 のカス トマーだけで な く,目 下その市場 を開

放 しよ うとしている国 々に対す る責任 も彼 らの肩

にかぶ さって くるのであ る。

Edward.K.Yasaki
ト

(デ 一 夕メーシ ョン誌 西部地域担 当

エデ ィター)
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システム

山 村 賛 平

アメ リカの現状

アメ リカでは,既 に衛星を経 由 して無数 のケ

ーブルを リンク したサ ービスが提供 さ れ て い

る。 この衛星通信には30～40の ビデナ ・チャン

ネルをつめ込む ことができ るので,高 速 データ

通信 とか ビデオ会 議 とい ったニーズに適応 でき

る。 この種の 二…ズは,今 後5年 間 の うちに毎

年20%～30%増 加 し,1990年 までには1,500億

ドルの売上げが期待 されている。

SBSは 昨 年 の11月 に,通 信衛星の打ち上 げ

に成功 し,こ の分野 の主導権を握 った。 今年の

3月12日 に ボ ーイ ング ・コンピュータ ・サ ー ビ

ス社を カス トマ ーの第1号 として獲得 し,既 に

十指 に余 る申込みを受けている。

ユナイ テ ッ ド・テ レコ ミュニケーシ ョン社 と

コンチネ ンタル ・コーポ レーシ ョン社 とい う2

つの独立系電話会社は,そ れぞれの通信サービ

スを拡張するために,RCAとWUか ら衛星の

チャンネルを リース しようとして,懸 命の努力

を続けている。AT&Tも 独自の通信衛星を打

ち上げる計画を推進 している模様である。

いずれに しても,ア メリカではIBMがSB

Sに 参画 していることが,大 きな脅威となって

いる。IBMは,こ のSBSを コンピュータに

次ぐもう1つ の商品として,FCCの 厳 しい規

制を受けながらも,強 力な販売活動を行ってい

る。

イギ リスの現状

イギ リス政府はアメリカで進められている衛

星通信の研究開発と実用化を,く わしく知 りた

いと考えて,民 間の調査会社にその実態を調査

して報告するよう委託 した。受託会社は調査団
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唾タ㌔の壼欝

を派遣 したが,そ の調査団の リーダーは,ア メ

リカのすばらしい急成長に圧倒 され,あ まりに

も遅れているイギ リスの現状にすっか り悲観 し

て帰 ってきた。

イギ リスでは通信衛星を誰がコントロールす

るかとい う一番基本的な問題すらいまだ決定 さ

れていない。フランス政府が自国のサテライ ト

・システムを積極的にバ ヅクアップするという

方針を聞いて,ブ リティッシュ ・テレコム(B

T)は あわてて自前のサテライ ト・リンクを構

築すると発表した。

BTは その計画に基づきヘランティ社に可搬

型の基地局を作るよう要請 した。そ して,今 後

ヵス トマーになる見込のある企業にそのシステ

ムをテス トするよう委託 した。 しかし,現 在の

ところヘランテ ィ社は基地局の建設に着手 して

いない し,25の パラボラを作る契約を結んだ様

子 もない。

この計画に関連 して,今 後更に論議すべき問

題が残されている。それは,イ ギ リスの衛星を

石油業者や放送業者のような大企業のニーズに

応えるための専用システムにするかどうか,と

い うことである。専用システムでは不十分だと

い うことになれば,ブ リテ ィシュ ・メ トロ リア

ム社 とバ ーク レー社 とケーブル&ワ イヤ レス社

の間を接続するために,な にか新 しいサ ー ビス

が提 供 され なけれ ばな らない。

解決を要する問題点

もう1つ 厄介な問題 としてはシステムの経済

性に関する問題が残 されている。

ここ2,3年 のうちに,す べてのオフィスの

屋上に,小 型のパラボラを据えつけようとい う

アイデアは,そ れがスター トする前に行きづ ま

る可能性がある。問題はBTの 独占によって生

じる制約だけでなく,財 政上 肢 街上の障害が

派生するか らである。

この種のシステムに使われる衛星は,赤 道上

2万2,500マ イルの上空に打ち上げて,そ こで

静止させ,地 球の自転と同 じスピー ドを保たせ

る必要がある。初期の衛星は低い軌道を回 って
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お り,こ れを追跡するために地上局のパラボラ

を移動 させねばならなかった。

更に,イ ギリスのように北に偏っている国で

は,都 市にビルが密集している場合,非 常に多

くの影が生まれる。このため正確な方向性を持

つ高周波が送れるように,シ グナルのパ ワーを

アップしなければならないとい う問題がつきま

とう。

このような技術上の制約を合理的に解決する

ためには,も っと大きなパラボラを使 う必要が

あるし,ロ ンドンのような大都市では,デ ィス

トリビューティング ・システムを作 って,ケ ー

ブルによってリンクすることになるだろう。 し

か し,BTに 通信回線を独占させている現行法

の下では,こ れに対応することは困難であ り,

現在,議 会で審議されている電気通信法の改正

に期待をかけざるを得ない。

高周波電波の開放

競争体制を導入す るためには,電 波を もっと

開放 した ほ うが経済的 に有利で ある,と 主張 し

てい るグルー プがある。 この グルー プは1,000

MHz以 上 の周波数帯は,現 在使用 され てい な

い し,自 由で容易 にアクセスがで き,無 尽蔵 に

ある,と 強調 している。現在,1,000MHz以

下 の周波数帯を既 存の電気通信サ ー ビスに利用

す るこ とに異論を述べ る人 は殆 ん どいない。 し

か し,1,000MHz以 上 の周波 数帯は競 争のた

めに開放 され るべ きで ある,と 多 くの人が考 え

てお り,彼 らは これ らの電波が各都市間 に割 り

当 てられて,マ イ クロ ・ウェーブに よるマルチ

・ポイ ン トのデ ィス トリビュー シ ョソ ・システ

ムが実現す るのを待 ち望 んでい る。

現在,各 企 業は無線統制局 か らライセンスを

受けて,マ イ クロ ・ウェー ブのシステ ムを 作る

ことが できる。た とえば,ブ リテ ィヅシェ ・レ

イ ラン ド社 は ロン ドン～バ ー ミンガム間のマイ

クロ ・ウェーブ回線 を持 っている。 しか し,各

企業に個別に周波数を割 り当てていた のでは,

周 波数 が無 駄使い とな り,そ の うち周波数 の割

り当てがで きな くな る可能性 もでて くる。

この意味 で,コ モン ・キ ャリヤに よる衛星通
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信 シス テム構築への期 待が大 きい。 コモ ン ・キ

ャ リヤ のシステ ムがで きれば,広 帯域 の電波 を

提供で きる指向性の高い レシーバーや トラ ンス

ミッターを付加する ことが容 易になる し,シ ス

テムが効率の よい ものにな り,衛 星へ の接続 も

簡単にな るか らである。 これ はデ ジタル ・タイ

ム ・デ ビジ ョン ・マルチ プル ・ア クセス ・シス

テ ムと呼ばれ るもので,オ フ ィスの ビルの屋上

か ら,マ イ クロ ・ウェー ブを経 由 して衛星 と接

続 され,世 界中 どことで も交 信が 可能 になる。

早急な対応策の必要性

昨年,ETS(EuropeanTelecommunications

System)の コン トローラー となった各国PTT

の 連 合体は,4メ ー トル直径 のパ ラボラを利用

す るよ うに,そ の システムを変更す ると決定 し

た。 これに伴 ってイギ リスのBTは1983年 まで

に,カ ス トマーの屋上 のパラボラを経 由 して,

十分な通信回線を提供する用意があると公表 し

た。

しか し,い くつかの調査によれば,こ のタイ

プのシステムは,巨 大企業を別にすれば,一 般

のユーザーにはあまりにも経費の負担が大き過

ぎるとい うことが明らかにされている。民間の

団体がこのシステムを使って,さ まざまな実験

ができるようになるまでは,極 端に高いコス ト

を要することはアメリカで既に実証 ず み で あ

る。

いずれにしても衛星通信の大 きな メリット

は,コ ンピュータのユーザーが,大 量のメガビ

ット/セ コン ドで,お 互いのコンピュータ間通

信が行えることである。現在,鼓 手ポン ドもす

る地上のパラボラ設備も,競 争が活発に行われ

れば,急 速に値下が りすることが期待されてい

る。これからの厳 しい国際競争を考えれば,悠

長にコス トダウンを待つといった姿勢は許され
ト

ない。イギ リスは望ましいと考える時期を繰 り

上げて,早 急にそのシステムを完成せざるを得

なくなるであろう。

(やまむ ら せんぺい ・当協会常務理事)



26

韻サ・ン◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎

書店の情報処理
一読者 と出版社のかけ橋一

(株)紀伊国屋書店システム部長

坂 本 徹 朗

ブ

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎

紀 伊国屋書店 とい うと,「あ 」,あ の本屋か」 と

店 姿を思 い浮べていただける方 々も多い と思 う。

ところが,そ の店 売以外に外売 もあ り,そ れ が全

売上の約3分 の1を 占めている,と い うことは案

外知 られていない。ちなみに紀 伊国屋書店 の昭和

55年 下期(55.9～56.2)の 総 売上は約227億 円,

そ の うち和書(主 として店売)が135億 円(59%),

洋 書(主 として外売)が75億 円(33%),そ の 他

(事務機,文 具,出 版 など)が17億 円(8%)と

な ってい る。

紀伊国屋書店 としての情報処理は,大 き く2つ

に分 かれ,情 報検 索サー ビス と社 内事務処理が あ

るが,現 在行 われ ている コンピュー タ化 はそのい

ずれ も外売についての もので,店 売 につ いては こ

れか らの課題 とな ってい る。

情報検索サ ー ビス とは,「 ペ ニシ リンに関する

文献が欲 しい」な ど とい う要求があ った場合,こ

れを コン ピュータで検索 して文献一 覧表を作成 し

て届ける とい うサー ビスで,オ ンライ ンとバ ッチ

処理の2種 がある。 オンラインは,現 在 米 国 の

DialogInformationService社 と契約 を結び米

国にあ るデ ータベースを国際回線を通 じて 日本で

検索で きるよ うに してあ る。 このサー ビ ス に は

DIALOGと い う名称がつい てい る。

バ ッチの方は,予 め質問を コンピュータに登録

してお き,新 ら しい(た とえば今週の)デ ータベ

ースが到着す るこ とに検索 して ヒッ トした ものを

質 問者 に郵送す る,と い うサ ービスで,当 社 の コ

ンピュータで処理 してい る。 これにはASK-SDI

とい う名称がつけ られてい る。

文献 のデータは可変長がほ とん どであ り,検 索

のキー もCARで あ った りCARS(複 数)で あ った

りで不 確定 なものが多い。 この よ うな データを対

象に してその中 か ら目的 のものを検索 してい くに
ノ ぐ

は,そ れ相応め工夫が必要で,そ の集大成は世の

◎⇔◎◎◎⑤◎
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◎◎◎◎◎◎⇔◎◎◎◎◎◎◎◎◎⇔
中ではいわゆる情報検索技術といわれるものにな

っている。もう一方の社内事務処理は,現 在洋書

についてのみコンピュータ処理を行 っている。洋

書はさらに細かく洋雑誌 と洋書籍に分け られる。

雑誌と書籍は買う人にとっても自然に区別され

るものであるが,事 務処理上も全 く性質の異なる

商品である。即ちわれわれのい う雑誌とは,① 年

間予約,② 直送(出 版社から購読者へ),③ 前金

(即ち予約時に1年 分の代金を払 う),④ 精算(増

刊が出た時は追加代金をもらう),の4つ の条件

を満すものである。書籍のほ うは,こ れに対 して

再送(即 ち海外出版社から一旦当社に商品が着き,

当社から客に配送する)で あり,後 金(書 籍を届

けてから代金をもらう)で ある。

一般に商品 とい うものは
,ど この会社でもその

商品が会社に到着 した時に仕入を計上 し,会 社か

ら出した時に販売を計上する。そ してその仕入と

販売の差は在庫である。

ところが洋雑誌の場合は,出 版社から購読者へ

直送されるので,書 店ではいつ仕入を計上 してよ

いか解らない。それで現品到着に代えてインボイ

スが到着 した時点で,仕 入を計上する。また売上

計上の時期も同様に現品を扱わないので押えるこ

とができない。一般に売上計上は商品引渡時とな

っているが,い ちいち客先に出向いて到着を確認

することはできない。その上,一 年間に渡 り順次

到着 していくものを各個別々に調べて売上計上す

るとなると仕入時点から売上計上までの間は在庫

にならざるを得ないが,そ の在庫は現品のない架

空のものになってしまう。そこでインボイス到着

時点で仕入も計上するが,売 上も同時に計上す る

のが慣行 となっている。

このような書店の事務処理 システムでいちばん

の問題はやは り商品マスターである。一般にいわ

れる商品マスターは,ま ず品番があってそのもと

に商品名,単 価,仕 入条件などが記録 されてお り,

それを検索する時は品番による,と い うものであ

るが,洋書の場合は品数が多 く,かつしょっちゅう

変動するので品番がつけられない。そこで検索の

キーは品番ではなく,著 者名であった り書名であ

ったりする。それ もJohnF.KennedyをJ.F.

Kennedyと 書いた り,Kennedy,J .と 書いた り

する不安定さである。 こうようなデータは前述し

た文献の情報検策の場合と同 じで(あ た りまえで

あるが),書 店の事務処理にはまず しっか りした

情報検策システムがないと良いものを作ることが

できない。

それでは,前 述の文献検索システムのソフ トウ

ェアを持 ってきて事務処理システムに組込めばよ

いかとい うと,こ れがそう簡単にはいかないので

ある。それは現在の文献検索システムは,い わば

エン ドユーザー向けシステムであって,端 末から

コマン ドを打込み.回 答は端末に人間が読める形

で打出される。ところが事務処理システム組込み

となると,コ マンドは事務処理 プログ ラ ム中 か

ら,検 索システムに向けて出され,回 答は検索シ

ステムか ら事務処理プログラムに返されなければ

ならない。既存の文献検索システムをこのように

変更することは容易なことではない。

しか しこのようなソフトウェアは,分 散処理が

行われるようになればますます重要になるであろ

う。即ち,Aの コンピュータにあるソフ トウェア

が,あ るデータが必要な場合,通 信回線を通じて

Bの コンピュータに検索のコマンドを出せば,そ

の中にある検索プログラムがそれを受取って処理

を し,回 答をAの コンピュータに戻す,な どは基

本処理 として常時必要になるからである。

われわれのようなアプリケーションSEに も容

易に使える(組 込める)情 報検索 システムはない

ものかと,常 々考えているしだいである。

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎ 韻サロン
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JIPDECだ より騒 睡翻蟹翻圏墨睡翻騒 騒 臨1圏一
■INFO'81参 加 と米国情報 処

理実態視察団帰国

当協会 が10月11日 か ら2週 間に

わた り米国に派遣 したINFO'81

参 加 と米 国情報処理実態視察団は

10月25日 帰 国 した。

一 行は コンピュータ・メー カー,

ユ ーザーな ど16名 の方 々が参加 し

10月12日 か ら14日 まで ニューーヨー

クで開催 されたINFO'81(国 際

情報管理 展示会/会 議)に 参加 し

たあ と,カ ンタム ・サイエ ンス,

ニ ュー ヨー ク ・タイ ムス,シ ステ

ム ・デベ ロップメン トな ど米 国の

先進 コンピュー タ ・ユーザー,メ

ーカー,シ ステム ・ハ ウス,調 査

会社 な どを訪問,視 察 した。

■第5世 代コンピュータ国際会議

開催

第5世 代コンピュータに関する

これまでの研究成果を内外に周知

し,そ の評価及びテクノロジー ・

トランスファーの促進を図るとと

もに,開 発にあたっての国際協力

体制作 りの布石ともなる 「第5世

代 コンピュータ国際会議」を10月

19日(月)か ら22日(木)ま で4日 間

にわた り大手町経団連会館ホール

で開催 した。なお,参 加者は15か

国から301名 に達した。

用調査実施

当協会が,わ が国の情報処理の

動 向を継続 して把握す るために実

施 してい るコンピュー タ及び オ ン

ライ ン利用状況調査は,11月27日

コ ンピューータ・ユーザ約4,500社 に

調査票を送付 し,ア ンケー ト調査

を開始 した。

なお,主 な調査項 目は以下の通

りである。

・コンピュー タ ・システム構 成

・コンピュータ部門要員 と経費

・コンピュー タ関連教育

・コンピュー タ稼 動,利 用 状況

・コン ピュー タと通信 システ ム

・オ ンライン ・システム利用状況

・オ ンライ ン通信 回線使用状 況

・通信方式な ど

なお,回 答 の締切は12月19日

(土)ま で となっている。問合せは

調査i課(電434-8211内451,539)

■第16回 情報処理に関する研究会

開催

コンピュータがあらゆる分野に

浸透するにつれ,コ ンピュータ ・

システムの故障やデータ ・エラー

が引起 こす混乱は一部門,一 ・企業

にとどまらず社会生活までも影響

を及ぼすほど大きなものになって

いる。しかも,最近では コンピェー

タ犯罪に見 られるように,人 為的

あるいは管理的な原因によって引

起されるケースが多発 している。

今回の研究会では,`事 例研究を

通 じて コンピュータ ・リス クの種

類 と形態 を明 らかにす る とともに

リス ク ・マネージ メン トの考 え方

とその対策を示 した ものであ る。

日 時12月10日(木)13時30分

～17時

会 場 機 械振興会館B3研 修1号

テーマ コンピュー タ ・リス クと

そ の対応

■コンピュータ及びオンライン利

隅 隅 圏 圏 ・圏 一意 ぶ ごぎiごll!㌶

■'81年 版 コン ビューt夕白書 発行

わが国の情報処理及び情報処理

産業 の実情 と将来 の動向を幅広 く

紹介す る 「コンピュータ白書」は

12月 中旬vc-一 般 書店 及び コンピュ

paタ ・エー ジ社(電 話03-581-5201)

で発 売 され る。

(定 価4,800円,送 料350円B5判

464ぺPtジ)

'81年 版 では
,わ が国 の コン ピュ

ータ実動状況及び利用 状況,コ ン

ピュータ施策,諸 外国の コンピュ

ー タ産業 の動 向を総論 として とり

まとめた。 さらに情報産業,情 報

産業政策,デ ータ通信及び情報 通

信政策,コ ン ピュータ利用,さ ら

に,そ の実情 と動 向,課 題等につ

いての詳 細を各論 で詳 細に述 べて

い る。

また,特 集 「最近 のコンピュー

タ技術 の動 向」 では情報処理技術

の潮流を展望す るとともに,'日 本

語情報処理 とオ フ ィス ・オー トメ

、←シ ロ・ン,第5世 代 コン ビa・一夕

.,を 宿 割に取 り上げ紹介 してい る。

'

ー

、
唱

.一斑.ゑ 一 当一。、 」
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騒騒 睡醸謹羅盤腰圏 圏腰 薩臨1睡翻璽

一
■ システ ムハ ウスの現状

(当 セ ンター会員企業 の うち97

社 のデータを対 象に分析 した結

果 に よる。)

◆資 本金 ●平均5,300万 円

0100万 門以上1,000万 円未満が20

%,1,000万 円以上2,500万 円未

満が36%で,全 体 としては100万

円 以上2,500万 円 未満が56%と

過 半数以上を 占め てい る。

◆従業員 ●平均92名

040人 未 満が63%を 占め てい る。

◆技術 者 ●平均59名

040人 未満 が61%を 占め てい る。

◆売上 げ ●54年 度平均1,304百

万 円

0500百 万 円未満が65%を 占 めて

いる。

●55年 度平均1,707百 万 円

0500百 万 円未満が54%を 占 めて

い る。

◆業務範囲

●対 象

システム33%,ハ ー ドウェア

29%,ソ フ トウェア38%

●受 注範 囲

調査分析11%,研 究18%,設

備23%,製 作22%

●特 注

可72%,場 台 に よる25%,否

3%

マイク ロコンピュータ産 業 の 現状 と将 来 レ頒布価格議i:嬬

主 な 内 容

第1章

第2章

第3章

マ イクロコンピュータ革命の社会へのイ

ンパク ト

マ イクロコンピュータ応用市場 の現状 と

将来

マイクロコンピュータ産業参入企業の現

状

第4章 マイクロコンピュータ産業の課題

第5章 マイクロコンビ'a－ 夕産業育成の視 点

●システムハウス育成のための経済的視点

●システムハウス育成のための法律的視点

●マ イクロコンピュータ産業育成のための組織的

考察

16ビ ッ トマ イ ク ロコン ピュ ー タの 動 向
一 その応用分野と高位言語を展望する

レ頒布価格 会員4,900円
一般6
,100円

主 な 内容

第1章

第2章

第3章

第4章

第5章

マイクロコンピュータの定義 と分類

マイクロコンピュータの技術 ・利用体系

16ビ ッ トマイクロコンピュータの動向

16ビ ットマイクロコンピュータ応用分野

と利用動向

マイクロコンピュータ用 システム記述

言語の評価 と展望

●Assembler・MacroAssembler・PL/M

●PLZ・C・PL/1(G)・ 標 準Pascal

●UCSDPascal・Ada・ConcurrentPascal

●ModulaII・FORTH・LISP
、

第6章 マイクロコンピュータ ・エ ンドユーザにお

ける課題 と解決策

レお 申込みは、当協会普及課(電 話03-434-8211内 線535)ま で、電話又ははがきでお願い致 します。

霞翻隠蟹醗 醗墨圏麗麗圏醒1麗麗JIPD直Cだ より
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JIPDECだ よ り一
■数値解析コース

数値解析の最近の進歩には目覚

しいものがあり,強 力で実用的な

手法がいくつ も開発 されておりま

す。こうしたす う勢を踏まえ,本

コースは最新の技法を中心に,16

のテーマを選び,そ れぞれ最適の

講師に担当 していただきます。

本 コースは12月 か ら来年の3月

にかけて断続的に開講 しますが,

受講老はその必要,関 心に応じて

特定のテーマのみ受講することが

できます。

■講義題目と旗師

1.数 値解析概論 一一松信(京

都大学)

2.ニ ュー トン法の原理と応用

山本哲朗(愛 媛大学)

3.擬 似乱数一多次元分布の一
`様性を中心 として一 伏見正

:則(東 京大学)

4.多 変量解析 小林龍一(立

教大学)

5.高 速フーリエ変換 鳥居達

生(名 古屋大学)

6.常 微分方程式の数値解法

三井斌友(京 都大学)

麗懸1圏 羅
7.大 形線形計算技法 村田建

郎(目 立製作所)

8.戸 田格子とパンルベ方程式

の数値による解析一新しい特

殊関数論を 目指 して一 亀高

惟倫(愛 媛大学)

9.固 有値問題の高速解法 別

府良孝(名 古屋大学)

10.非 線形方程式,代 数方程式

の解法 伊理正夫(東京大学)

11.大 形連立1次 方程式の高速

反復解法 名取亮(筑 波大学)

12.数 値積分 森 正武(筑 波

大学)

13.数 値的最適化法の最近の進

歩 田辺国士(統 計数理研究

所)

14.非 線形最適化法一アルゴリ

ズム応用 ソフ トウエアー山下

浩(小 野勝章事務所)

15.有 限要素法の数理 牛島照

夫(電 気通信大学)

16.数 式処理 と数値計算 戸田

英雄(千 葉大学)

■お申込みおよびお問合わせ先

〒105東 京都港区浜松町2-4-

1世 界貿易センターピル7階

電話03(435)6514

(財)日本情報処理開発協会

情報処理研修センター 教務課

編集後記

◇10周 年を迎えた情報化週間は行

事の数 も第1回(昭 和47年)当 時

の5倍 以上 とな り,一 般の人々の

情報化への認識 も次第に定着 して

きているようです。内容も情報化

の進展を反映 して変ってきたこと

が うかがえます。 とくに最近,目

立つのはマイクロ ・コンピュータ

の応用や一般のオフィスでの情報

化など身近かなものに 目が向けら

れる一方,第5世 代 コンピュータ

あるいはスーパーコンピュータと

いった世界の先端を行く技術への

胎動が感 じられることです。今後

の推移が注 目されます。

◇日 ・米欧間の貿易不均衡をめ ぐ

る論議は依然,平 行線をたどって

いるようです。相手側にも失業や

産業基盤など複雑な事情を抱えて

いることですから我が国としては

今後 も地道な話 し合いの努力を続

けて行 くことが望まれます。K・

ヤサキ氏が指摘 しているように,

半導体に続いて周辺機器,ソ フ ト

ウェアなどでも海外市場進出が予

想される昨今,我 が国の情報処理

産業界の責任は極めて大きい,と

いえるで しょう。

昭和56年12月15日 発行

jlPDECジ ャーナルNo.47
◎1981

財団法人 日本情報処理開発協会

東京都港区芝公園3丁 目5番8号 機械振興会館内

郵便番号105電 話(434)8211(大 代表)内 線5錫

※本誌送付宛先の変更等についてば当抱舗 及媒(槌4r82覗 轟擦 臼5)富 でご連絡下さい。



昭和55年 度 報告書 ・資料
頒布価格

分 類 番 号

55-ROO2

55-ROO3

55-ROO4

55-ROO5

55-ROO6

55-ROO7

55-RO11

55-RO17

55-SOO1

55-SOO2

55-SOO3

題 名

欧 州 に お け る情 報 処理 の振 興

オフ ィ ス ・オー トメー シ ョ ンの 進 展 と回線 開放

一 ア メ リカに お け る動 向 と展望 一

オ ン ラ イ ン需 要調 査報 告 書

わが 国 に お け る デー タ・ベ ー ス・サ ー ビ ス をめ ぐる動 向

と問題

マ イ ク ロ コ ン ピュ ー タ産 業 の現 状 と将 来

16ビ ッ トマ イ クロ コ ンピ ュー タの動 向

新 デー タ網 をめ ぐる問題 点調.査 とユ ー ザ の対 話

日本 語 ワー ドプ ロセ ッサ に関 す る調 査 報告 書

中小 企 業 の情 報 シス テム 化 に関 す る調 査研 究

マ ンマ シ ンユ ーザ イ ンタ フ ェ イ スに関 す る調 査研'究

報告 書

マ イ ク ロ コ ン ピュ ー タ応 用 に関 す る委託 開 発報 告 書

ComputerWhitePaper'80

第5世 代 の コ ン ピ ュ ー タ 調 査 研 究 報 告 書 シ リ ー ズ 全7巻(限 定100

セ ッ ト)

資 料 情 報 シ ス テ ム の ユ ー ザ ー ズ ・ ガ イ ド(1)

一 費 用 対 効 果 分 析 及 び 稼 働 分 析 ・予 測 方 法 一
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